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「はあと」が「ほっと」する作品展「はあと」が「ほっと」する作品展

　今年で第３回を迎える、ほっとはあと＆福祉ふれあい

まつりｉｎ夢みなとタワーが６月１７日（土）、１８日

（日）に夢みなとタワーで開催されました。

　「障がいを知り、共に生きる」をテーマに、障がいの

ある人の作品を展示することで、障がいへの理解を深め、

障がいのある人の創作意欲向上と、社会参加の促進を目

的として開催されています。

　両日あわせて約２千人が来場し、訪れた人は、展示作

品を熱心に鑑賞したり、障がい福祉サービス事業所で製

造された商品を買い求めていました。



 補助事業のお知らせ　

境港市福祉のまちづくり推進事業
　　　　　　　　　　～バリアフリー改修にかかる費用を補助します～その３

　市では誰もが住みやすいまちづくりを目指してバリアフリー改修を

支援します。

　多くの人が利用する建物のバリアフリー改修等を行う場合に、整備

費用の一部を補助します。限度額の4分の３が補助されるとても有利

な内容なので、多目的トイレの設置、入り口のスロープ設置など、ご

検討ください。

　※一般の住宅等は対象になりません。

全ての補助についての

集中募集期間は、７月１０日（月）～７月２８日（金）
※集中募集期間終了後は、申請状況を見ながら随時受け付けします。

※各事業とも募集件数は、予算の範囲内で受け付け　
　ます。
※申請前に工事・契約をしてしまうと、補助が受け
　られませんのでご注意ください。
※各事業について、詳しくは市ホームページまたは、　
　建築営繕課までお問い合わせください。

▼申請・問い合わせ先
　　建築営繕課建築指導係
　　　　　　（☎４７－１０６２）

補助メニュー 市内にある建築物

調査
今年度限り

最大２５万円

除去 最大２，０００万円
対象費用×２／３

■境港市が補助する額■

アスベスト撤去支援事業
　　　　　　　～アスベストの調査・除去にかかる費用を補助します～その２

　アスベスト含有吹き付け材の調査は全額、除去にも予算の範囲内で

補助が出ます。

　吹き付け材があればご相談ください。

※補助を受ける場合、調査・除去計画は建築物石綿含有建材調査者の

　関与が必要です。

アスベスト除去支援事業には

補助期限があります

■調査：平成２９年度 まで

■除去：平成３２年度 まで

ご相談ください！
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住宅耐
震診断

住宅耐
震診断

無料無料
建物に関する 

　市では建物の耐震診断等の補助を行っています。

　昨年の熊本地震では新耐震基準の住宅（昭和５６年から平成１２年に建てられた住宅）

においても、多くの被害が出ました。それを受け、平成１２年以前に建てられた一戸建て

の木造住宅へも耐震化の補助が出るよう補助対象を拡大しました。また、一戸建て以外の

建築物は診断・設計に加え改修にも補助が出るようになりました。

　耐震診断を受けても、改修は強制ではありません。お住まいのどこが安全で、どこが危

険なのかを知っておくことも地震対策として有効です。診断結果は直接お伺いし、細部ま

でご説明します。また、同時に耐震改修のご相談もお受けします。ぜひお問い合わせくだ

さい。

住宅の診断は無料！

改修も強制ではないので
まずは診断してね

補助メニュー
平成１２年以前に建てられた

一戸建ての木造住宅
昭和５６年以前に建てられた

一戸建ての木造住宅以外の建築物

耐震診断 市が全額負担 対象費用※１×２／３
（上限なし）

耐震改修設計 ２４万円×２／３
（申請者負担８万円）

対象費用※１×２／３
（上限なし）

耐震改修
最大１００万円

平成１２年以前：工事費の１／３
昭和５６年以前：工事費の２／３

対象費用※２×２３％
（上限なし）

除却（解体） 最大８２．２万円
工事費の２３％

対象費用※２×２３％
（上限なし）

■ 境港市が補助する額 ■

※１　対象費用は、1,000㎡まで：3,600円／㎡　　1,001～2,000㎡まで：1,540円／㎡　　2,001㎡～：1,030円／㎡
　　　の合計額または、実際の費用の低い方。
※２　対象費用は、住宅：33,500円／㎡　　マンション：49,300円／㎡　　建築物：50,300円／㎡の合計額または、
　　　実際の費用の低い方。なお、補助対象となる条件が複数ありますので、詳しくはお問い合わせください。

同建設年度の建物を補強有・無で阪神・淡路大震災レベルの振動実験をした結果

出展：「国立研究開発法人 防災科学技術研究所」振動実験

補強あり補強なし

境港市震災に強いまちづくり促進事業
　　　　　　　　　～住宅や建物の耐震化にかかる費用を補助します～その１
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≪国民健康保険税について≫

　国民健康保険税（国保税）の納税通知書を７月中旬に発送します。

　国保税は国民健康保険の運営を支える大切な財源です。期限内に納付しましょう。

　その税額は、世帯単位に所得割額・資産割額・均等割額・平等割額を合計した額で、納税義務者は世帯主になります。

　また、納付には、便利で安心な口座振替をご利用ください。

【税の算定方法】

　国保税の軽減措置の基準額が変更になりました。

◎税の計算方法

（※）…  国保から後期高齢者医療へ加入者が異動したことにより、残った国保の被保険者が１人となった世帯（特

　　　　 定世帯・特定継続世帯）は、後期高齢者医療に異動した日の世帯主と世帯員の関係が、変わらずに継続し　　

　　　　 ている場合は、医療分と後期高齢者支援金分の平等割が軽減されます。

◎基本的な考え方

　　◇合計額が賦課限度額を超えた場合は、賦課限度額とします。

　　◇年の途中で加入・脱退があった場合、加入期間に応じて月割計算を行います。

【軽減措置】

　世帯の所得が、一定額（基準額）に満たない場合、均等割と平等割が軽減されます。ただし、加入者全員の所得申

告が必要です。なお、各軽減の基準額については下記のとおりです。

【特例対象被保険者等に対する軽減】

　「倒産・解雇などによる離職」や「雇い止めなどによる離職」をした雇用保険の特定受給資格者・特定理由離職者は、

申請により国保税の一部が軽減されることがあります。

計算の基礎 医療分 後期高齢者
支援金分 介護分

所 得 割 前年中所得金額 税率 8.06％ 税率 2.55％ 税率 2.43％

資 産 割
今年度の

固定資産税額 税率 24.73％ 税率 7.55％ 税率 8.00％

均 等 割 加入者１人につき 25,000 円 7,500 円 9,200 円

平 等 割 １世帯につき
26,200 円
（※）

7,000 円
（※）

5,300 円

賦課限度額 １世帯につき 540,000 円 190,000 円 160,000 円

国民健康保険加入中の皆さんへ
【問い合わせ先】
　市民課保険年金係（☎４７－１０３６）

軽減基準額
軽減される割合

変更前 変更後

３３万円 ３３万円（変更なし） ７割軽減

３３万円＋（２６万５千円×被保険者
と特定同一世帯所属者数）

３３万円＋（２７万円×被保険者と特
定同一世帯所属者数）

５割軽減

３３万円＋（４８万円×被保険者と特
定同一世帯所属者数）

３３万円＋（４９万円×被保険者と特
定同一世帯所属者数）

２割軽減
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【減免措置】

　特例対象被保険者等に対する軽減が受けられない場合で、失業などにより世帯所得の見積が前年の半分以下に見込

まれるとき、あるいは天災など、特別な事情により国保税の支払いが困難なときは、申請により一定の要件に該当す

れば、国保税の一部もしくは全部が減免されます。

【年金からの特別徴収】

　次のいずれにも該当する場合は、国保税が原則として年金からの特別徴収（引き落とし）となります。

①国保加入者全員が６５歳以上の世帯

②年額１８万円以上の年金を受給している世帯主

③介護保険料と国保税の合計額が、年金の額の２分の１以内の場合

※世帯主が本年度中に７５歳になり、後期高齢者医療の被保険者となる場合は、特別徴収は行わず、普通徴収（納付

　書または口座振替で納める方法）となります。

※特別徴収については、申請により普通徴収に変更できる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

【異動の届け出を行いましょう】

　社会保険等に加入された場合は、届け出が必要です。国保の資格は喪失しますので、新しい保険証と国民健康保険

証、印章を持参のうえ、手続きをしてください。

　手続きを行わないと国民健康保険の資格を喪失しているにも関わらず、国保税が賦課されます。

≪国民健康保険一部負担金の徴収猶予および減免について≫

　失業などにより世帯所得の見積が前年の半分以下に見込まれるとき、あるいは天災など、特別な事情により医療機

関等の窓口での一部負担金の支払いが困難なときは、申請により一定の要件に該当すれば、一部負担金の一部もしく

は全部が徴収猶予または減免されます。

特 別 医 療 費 助 成 制 度
　次の条件に該当する人は、申請により、一定額の負担で医療が受けられます。受給資格証を交付しますので、

忘れずに申請してください。

▼対　象

【ひとり親家庭】

　平成２８年分の所得税非課税世帯で、平成１１年４月２日以降に生まれた子を扶養している、配偶者のいな

い人

【障がいのある人】

　平成２９年度市民税非課税世帯で、身体障害者手帳３級または、療育手帳Ｂを持っている人

▼自己負担限度額（１医療機関、１日あたり）

　◇通　院　　 ５３０円（※月４回まで。院外薬局は無料）

　◇入　院　１，２００円

▼持参するもの

　◇健康保険証（世帯全員分）

　◇印　章

　◇児童扶養手当、遺族年金の証書などひとり親の状況がわかるもの（ひとり親家庭）

　◇身障者手帳、療育手帳など障がいの状況がわかるもの（障がいのある人）

　※申請月の１日までしかさかのぼって受給できませんので、忘れずに申請してください。

▼問い合わせ先　市民課保険年金係　（☎４７－１０３５）
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高額療養費の自己負担限度額が変わります

▼問い合わせ先

　市民課保険年金係（☎４７－１０３６）

　後期高齢者医療制度に加入されている人と、国民健康保険で７０歳以上の人の高額療養費の自己負担限度額が、８月から

変わります。（低所得者Ⅰ・Ⅱ、７０歳未満の区分は変更はありません。）

　制度を維持していくため、世代間の公平を図り、負担能力に応じた負担とする見直しです。ご理解をお願いします。

○高額療養費の自己負担限度額（月額）

※１　過去１２カ月以内に３回以上、限度額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、限度額が４４，４００

　　　円となります。

※２　８月から翌年７月までの年間限度額１４４，０００円が新たに設定されます。

所得区分 外 来
外来＋入院
（世帯ごと）

外 来
外来＋入院
（世帯ごと）

現役並み所得者
（課税所得 145 万円以上）

44,400 円
80,100 円＋

（医療費－267,000円）×１％
（※１）

57,600 円
80,100 円＋

（医療費－267,000円）×１％
（※１）

一　般
（課税所得 145 万円未満）

12,000 円 44,400 円

14,000 円
年間限度額
144,000 円
（※２）

57,600 円
（※１）

低所得者Ⅱ
（非課税世帯で低所得者
Ⅰに該当しない人など）

8,000 円

24,600 円

8,000 円

24,600 円

低所得者Ⅰ
（年金収入 80 万円以下の

人など）
15,000 円 15,000 円

市報さかいみなと　6



介

護

保

険

料

額

決
定
通
知
書
の
送
付

　

平
成
28
年
中
の
所
得
等
を
も
と
に
介
護
保
険
料
を
決
定
し
、

７
月
中
旬
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
通
知
書
の
種
類
・
対
象
者
・
納
付
方
法

【
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
（
停
止
）
通

知
書
】
… 

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
引
き
去
り
さ
れ
る
人
お

よ
び
、
口
座
振
替
に
し
て
い
る
人

　

年
間
の
保
険
料
額
か
ら
４
、
６
、
８
月
の
納
付
額
を
除
い

た
額
を
10
、
12
、
２
月
の
３
回
の
年
金
か
ら
引
き
去
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
人
は
、
年
間
の
保
険
料
額
を
７
、
８
、
10
、

11
、
１
、
２
月
の
６
回
で
引
き
落
と
し
ま
す
。

【
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
】
… 

納
付
書
で
納
め
る
人

　

年
間
の
保
険
料
額
を
７
、
８
、
10
、
11
、
１
、
２
月
の
６

回
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
知
書
に
納
付
書
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
限
内
に

金
融
機
関
等
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
介
護
保
険
料
の
軽
減
・
減
免

　

収
入
が
少
な
く
、
資
産
等
を
活
用
し
て
も
な
お
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
介
護
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
申
請
期
間
は
介
護
保
険
料
が
決
定
し
た
通
知

が
届
い
て
か
ら
７
月
31
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
等
に
よ
り
財
産
に
著
し
い
損
害
を
受
け
た
場

合
や
、
長
期
入
院
や
失
業
等
に
よ
り
世
帯
の
生
計
を
維
持
す

る
人
の
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合
な
ど
は
、
保
険
料
が

減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
、
納
期
限
７
日
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
介
護
保
険
係
（
☎
47
‐
１
０
３
８
）

後期高齢者医療保険からのお知らせ

■ 後期高齢者医療保険料額決定通知書を送付します

　平成２９年度後期高齢者医療保険料額決定通知書を７月中旬に送付します。

【納付方法】　◇特別徴収　…　年金からの引き去り（申請により普通徴収の口座振替に変更できます。）

　　　　　　◇普通徴収　…　納付書により金融機関等で納付（手続きにより口座振替もできます。）

【保険料の軽減率変更について】

①所得割の額が変わる人（年収約１５３万円～約２１１万円の人）

　平成２８年度までは特例的に５割軽減されていましたが、平成２９年度は２割軽減となります。

②均等割の額が変わる人（元被扶養者で、特定の要件に該当する人）

　平成２８年度までは特例的に９割軽減されていましたが、平成２９年度は７割軽減となります。

　※元被扶養者…７５歳になる前日に、家族の会社の健康保険などで被扶養者だった人のことです。

　※特定の要件とは…（例）・単身の人であれば、年金収入が１６８万円を超える人など

　　　　　　　　　　　　・７５歳以上の夫婦２人であれば、一方の年金収入が１６８万円を超える人など

■ 新しい「後期高齢者医療被保険者証」を送付します

　現在お使いの保険証の有効期限が７月末で切れるため、８月からの新しい保険証を７月中旬に簡易書留で一斉に

送付します。届いたら、記載内容をご確認ください。また、７月中に届かない場合は、お問い合わせください。

■「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」を送付します

◇現在、認定証をお持ちの人：８月１日からも引き続き該当になる場合は、新しい認定証を送付します。（申請不要）　　　　　　　

◇認定証をお持ちでない人：後期高齢者医療制度被保険者の同一世帯全員が住民税非課税の場合、新たに申請でき

　　　　　　　　　　　　　ます。

　【申請について】　 ▼受付開始　８月１日（火）から随時

　　　　　　　　　 ▼申請に必要なもの　後期高齢者医療被保険者証、印章、過去１２カ月の入院期間がわかるも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の（該当者のみ）

　　　　　　　　　 ▼受付場所　市民課保険年金係

▼問い合わせ先　◇市民課保険年金係（☎４７－１０３６）

　　　　　　　　◇鳥取県後期高齢者医療広域連合（☎０８５８－３２－１０９７）

7　平成２９年７月



元気だからこそ毎年検診に行こう！ !元気だからこそ毎年検診に行こう！ !
８月から検診がはじまります８月から検診がはじまります

市では以下の検診を実施します。

７月末、対象の人にお得な受診券をお届けしますので、今年も必ず受診しましょう。
最高で合計約４万円分の検診が、わずか１割程度の負担で受けられます。

◇集団検診については、市報８月号で詳しい日程等をお知らせします。

◇個人負担金、受診方法は受診券をご確認ください。

◇例年９月以降は受診が集中します。早めの受診をお勧めします。

◇受診券が届かない人、転入した人、紛失した人は、再交付しますのでご連絡ください。

　※再交付時には、本人確認のできる保険証等を持参してください。

がんは、進行するまでほとんど自覚症状が出ないため、
元気なうちから、毎年継続して検診を受けることが大切です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先】健康推進課成人保健係（☎４７－１０４１・１０４３）

検診種類 対　　　象 内　　　容 期　　間

①生活習慣病予防の健診
　（特定・長寿健診）

４０歳以上の国民健康保険・
後期高齢者医療保険の被保険者

身長、体重、血圧測定、血液検査、
尿検査など ８月１日～

来年１月３１日
②肝炎ウイルス検査 ４０歳以上の過去の未受診者 血液検査

③胃がん検診

４０歳以上の人

胃カメラまたは胃のレントゲン

８月１日～
来年２月２８日

④大腸がん検診 採便検査（２日間）

⑤肺がん検診（結核検診を含む） 胸のレントゲン

⑥乳がん検診 ４０歳以上の女性 マンモグラフィ※視触診はなくなりました

⑦子宮がん検診 ２０歳以上の女性 細胞診検査

　今年度から各種健康診査・がん検診の結果を受診者全員にお知らせします。

【問い合わせ先】

地域振興課臨時福祉給付金担当　　　

（☎４６－０２９４）
給付金の申請締切間近 !
　３月から受付している臨時福祉給付金（経済対策分）の申請の締切が迫っています。

　この給付金は、申請期限までに申請書を提出しないと支給されません。申請書がご自宅に

届いていないか、もう一度ご確認いただき、支給要件に該当する人は忘れずに申請しましょう。

支 給 対 象 者

　平成２８年度分の住民税（均等割）が課税されない人

が対象です。（１人につき１万５千円が支給されます。）

　ただし、ご自身を扶養している人が課税されている場

合や生活保護制度の被保護者となっている場合などは対

象外です。

※支給対象なのに申請書が届かない場合など、詳しくは

お問い合わせください。

受 付 場 所 が 変 わ り ま し た　

　６月より臨時福祉給付金の受付場所が変わりました。

受付窓口にお越しの際は、お間違えの無いよう、お気を

つけください。

▼受付場所

　   市役所 本館２階（地域振興課）

申 請 方 法

　申請書に必要事項をご記入のうえ、必要書類を添えて、

申請書に同封の返信用封筒で郵送するか、市役所の申請

受付窓口（本館２階）に提出してください。

▲

申請期間　  ７月３１日（月）まで
・郵送の場合、当日消印有効です。

・平成２８年１月１日時点で住民票がある市区町村から

　支給されます。

▲

必要書類

　申請書には、必ず以下の書類を添付してください。

◇運転免許証、保険証など本人確認書類のコピー

　※支給対象者全員分が必要です。

◇金融機関名、支店名、口座番号、口座名義人（カナ）

　がわかる振込先口座通帳のコピー

　※申請書に口座が印刷されており、前回と同一の口座

　　を希望される場合、通帳のコピーは不要です。

市報さかいみなと　8



第４８回  境港市美術展覧会
　６月１７日（土）から２１日（水）まで、市民会館で開催された境港市

美術展覧会において、次の皆さんが受賞の栄誉に輝きました。（敬称略）

市展賞

【絵画】　『雨上りのバザール』　　佐々木　勇
いさむ

　 （中野町）

【工芸】　『山ぼうし』　　　　　　石倉　純
じゅん

子
こ

　 （竹内町）

　　　　『黄
きいみしまでじゃわん

三島手茶碗１』　　　石坂　菅
すがこ

子　 （上道町）

【彫刻】　『巡礼の丘』　　　　　　森下　明
みつよし

時　 （米子市）

【書道】　『白
は く い ん ぜ ん じ ご

隠禅師語』　　　　　赤木　真理　 （日野郡）

　　　　『貧
ひんこうこう

交行（杜
と ほ

甫）』　　　　堀田　翠
すいうん

雲　 （上道町）

【写真】　『中海夕景』　　　 　　 鈴木　祥
よしみ

三　 （上道町）

《書道部門》

◇『臨
りん

　赤
せきへきのふ

壁賦』　　　　　上
うえくぼ

窪　萌
もえ か

香　　（境高校）

◇『呉
ごちゅうけい

仲圭の平
へいえん

遠の図に題す』　岩間　渓
けいすい

翠　　（美保町）

◇『うぐひすの声』　　　　相川　真
ま ほ

穂　　（夕日ヶ丘）

◇『駒とめて』　　　　　　松本　春
はるお

生　　（渡町）

《写真部門》

◇『陽のあたるとき』　　　松本　功
こう

　　　（三軒屋町）

◇『老婆の笑み』　　　　　柏木　まゆみ　（清水町）

奨励賞

《絵画部門》

◇『古代への想い』　　　北迫　多
た づ こ

津子　（松江市）

◇『麗
れいじつ

日に』　　　　　　佐島　征
せい

　　　（弥生町）

◇『人物－赤い服のモデル』　黒谷　晴
はるま

万　　（福定町）

《工芸部門》

◇『青
あおくびろっかくびん

首六角瓶』　　　　小
こぼり

堀　栄子　　（中野町）

◇『壺』　　　　　　　　門脇　昭
しょうじ

二　　（渡町）

【問い合わせ先】

　生涯学習課文化体育係

　　　（☎４７－１０９３）

≪ 境 港 市 職 員 採 用 試 験 ≫
▼
採
用
予
定
者
数

◇
一
般
事
務　

６
人
程
度

◇
保
健
師　
　

１
人
程
度

※
保
育
士
は
、
現
在
募
集
中
で
す
。
７
月
10

日
（
月
）
が
申
込
期
限
で
す
。
詳
し
く
は
市

報
６
月
号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
受
験
資
格

【
一
般
事
務
】

◇
住
所
要
件　

な
し

◇
年
齢
要
件

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

【
保
健
師
】

◇
住
所
要
件　

な
し

◇
年
齢
要
件

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

◇
資
格
等
要
件

　

保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成

30
年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

▼
１
次
試
験
日　

９
月
17
日
（
日
）

▼
申
込
期
限

　

８
月
22
日
（
火
）
午
後
５
時
15
分
ま
で

▼
提
出
書
類

◇
受
験
申
込
書
・
履
歴
書

◇
自
己
紹
介
文

※
実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
実
施
要
項
・
提
出
書
類
は
総
務
課
窓
口
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
日　

来
年
４
月
１
日

職
員
採
用
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
職
員
採
用
試
験
の
受
験
希
望
者
を
対
象

に
職
員
採
用
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
職

員
と
し
て
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

８
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午
（
予
定
）

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
主
な
内
容

◇
市
の
概
要
、
主
な
施
策
の
紹
介

◇
採
用
方
針
、
試
験
概
要
の
説
明

◇
採
用
後
の
給
与
、
勤
務
条
件
等
の
説
明

◇
先
輩
職
員
に
よ
る
職
場
体
験
談

◇
質
疑
応
答

▼
申
し
込
み
方
法

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
、
総
務
課

窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
ま

す
。）

▼
申
込
期
限　

７
月
28
日
（
金
）

▼
注
意
事
項

　

こ
の
説
明
会
参
加
の
有
無
が
、
今
後
の
採

用
選
考
に
影
響
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
８
５
０
１

　

境
港
市
役
所
総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）
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市民活動推進補助金の対象事業を募集します

市民活動を行う団体に必要経費の一部を補助する「市民活動推進補助金」の対象となる事業を募集します。（第２回）

【市民活動推進補助金の概要】　　　　　　

▼対象団体

　団体の運営に関する規約等があり、市内で活動する市民活動

団体または、市内で営利を目的としない社会貢献活動を行う団

体が対象です。

▼対象事業

　市民活動を促進するために適当と認められる事業です。

　（例）◇花いっぱい運動などの緑化事業

　　　◇市民活動団体の設立準備

　　　◇すでに活動している団体が新たにはじめる事業

　　　◇これまでの活動を拡充するための事業

　　　◇イベント開催などの一時的に実施する事業

※日頃行われている事業や定期的に行われている事業は対象外

▼補助限度額　　

◇新規設立事業　１０万円 （補助対象経費の１０分の１０）

◇一般事業

　・１回目　　　３０万円（補助対象経費の３分の２以内）

　・２回目以降　２０万円（補助対象経費の２分の１以内）

◇緑化事業　　　　６万円（補助対象経費の５分の4以内）

▼申し込み方法

　申請書などの必要書類を提出してください。

※申請書は市ホームページまたは、地域振興課窓口にて配布し

　ます。

▼申込期限　７月１９日（水）

※３次募集は１０月を予定しています。（ただし、応募状況に

　より募集を行わない場合があります。）

▼審査方法等

　審査会で事業内容の説明をしていただき、予算の範囲内で決

定します。

【平成２８年度補助金交付団体】

◎一般事業　　　　　　　　　　　　　 　　  （円）

◎緑化事業　　　　　　　　　　　　　 　　  （円）

※新規設立事業は該当なし

団体名 事 業 名 交付額

青少年育成境港市民会議
余子地区部会

こども農業塾Ⅱ 20,000

平和のための戦争展
実行委員会

境港市平和のための戦争展 166,000

青少年育成境港市民会議
境地区部会

第４回落書き大会 27,000

境港歴
れきしがっかい

史楽会
門脇重綾遺稿歌集「蠖

かくえんしゅう

園集」
翻刻版の発刊

112,000

一般社団法人
境港青年会議所

ＬＯＶＥ ＩＮ ＴＨＥ
ＢＥＡＣＨ

145,000

カニカニマラソン
実行委員会

第２回
境港カニカニマラソン

300,000

団体名 事 業 名 交付額

鳥取県立
境港総合技術高等学校
ボランティア同好会

花いっぱいふれあい事業 60,000

京和自治会 京和会花いっぱい運動 37,000

竹内マツ植樹隊
竹内西緑地へのマツ苗
植栽及び管理

60,000

渡小学校ＰＴＡ 花いっぱい運動 60,000

境港市立
外江小学校ＰＴＡ

しらおの森は花いっぱい 60,000

境港市立
境小学校ＰＴＡ

花いっぱいの境小 53,000

上道小学校ＰＴＡ 花いっぱいふれ合い事業 60,000

境港市立余子小学校
保護者と先生の会

はないっぱい運動 60,000

誠道小学校ＰＴＡ 花いっぱい運動 60,000

▼申し込み先・問い合わせ先
　地域振興課企画係（☎４７－１０２４）

第２回境港カニカニマラソン

市報さかいみなと　10



 ７月２２日（土）

 境港妖怪ジャズフェスティバル２０１７

▼と　き　開場　午後４時　／　開演　午後４時３０分

　　　　　終演　午後１０時

▼ところ　ＪＲ境港駅前駐車場特設ステージ

▼料　金　一　　般　　６，０００円（当日７，０００円）

　　　　　高校生以下　３，０００円（当日３，５００円）

　　　　　※全席自由

▼出　演　◇岸谷 香

　　　　　◇ H
エイチ

 Z
ゼ ッ ト リ オ

ETTRIO

　　　　　◇S
ソ イ ル

OIL＆“P
ピ ン プ

INP”S
セ ッ シ ョ ン ズ

ESSIONS

　　　　　◇→P
ピ ア ノ ジ ャ ッ ク

ia-no-jaC←

　　　　　◇佐藤竹善×露
つゆ

崎
ざき

春
はる

女
み

×秋田慎治 

 ７月２３日（日）

第７２回みなと祭

◇大漁祈願祭・マグロの奉納

　マグロの解体ショー 

◇みなとのまち大漁パレード

　海上パレード、踊り・みこし・太鼓パレード 

◇お祭り広場・縁日・ステージイベント

　郷土芸能披露、街かどマジックショー、ちびっこ遊園

　地（バンジートランポリン、ボルダリング、アクアチ

　ューブほか）、みなとの町ちびっこのど自慢大会プラ

　ス何でも自慢大会、美保基地軽音楽部、境高校書道部

　パフォーマンスショー、三地直装イワシマンショー、

　港Ｂ‘ｚ・港ベンチャーズライブ、境港大漁太鼓

◇花火大会・灯ろう流し

境港妖怪ジャズフェスティバル２０１７・第７２回みなと祭

交 通 規 制 の お 知 ら せ

　境港妖怪ジャズフェスティバル、みなと祭の当日は交通規制を行います。規制中は現地交通誘導員の指示または案内看

板などに従って迂回をお願いします。会場までは、なるべく公共交通機関でお越しください。

会場

境港妖怪ジャズフェスティバル　交通規制
【７月２２日（土）】

▲

規制時間
①午後２時　～　午後１１時
②午前９時　～　午後１１時

境港駅

お祭り広場

▲

規制時間
①午前６時　～　午後１０時
②午前１０時３０分　～　午後１１時
③午後７時　～　午後１０時

みなと祭　交通規制
【７月２３日（日）】

境港駅

【問い合わせ先】　通商観光課観光振興係（☎４７－１０６８）

②
②

②

①

①

①

②

③
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　現在、実施設計に向けて計画が進んでいる、境港市民交流センター（仮称）について、市報６月号から数

回にわたって、境港市民交流センター（仮称）内の各施設について、概要を紹介していきます。

　第２回となる今回は、『図書交流広場』についてご紹介します。

【問い合わせ先】
　生涯学習課（☎４７－１０９２）

境港市民交流センター（仮称）の施設紹介②

○図書交流広場平面図（１階）

書庫スペース

　書籍を約５万冊
収納できるスペー
スを確保します。

ボランティア室

　読み聞かせ等を
行うボランティア
の控室を確保しま
す。

自衛隊・防災関連図書コーナー

　自衛隊・防災関連の図書コーナーを充実させ、災害等、様々
な事態対応、日本の防衛、安全保障への取り組みという自衛
隊の役割を紹介します。
　また、震災関連資料や自衛隊活動のパネル展示も行います。

学習室

　放課後や週末
に本市で集い、
学習する場を提
供します。

一般図書開架スペース

　本市の文化・歴史を伝える本のほか、
漁業等地場産業の魅力や可能性を知
り、地元を理解することができる書籍
も配架します。

児童図書コーナー

　「子育てするなら境港」を実現するた
め、絵本や児童書はもちろん、隣接して
「読み聞かせコーナー」を配置し、子ど
もたちの豊かな心の成長を支えます。

トイレ
事務室兼
作業スペース

受付
カウンター

レファレンス
カウンター（※）

読み聞かせ
コーナー

授乳コーナー
空
調
機
械
室

※２階に「文化財倉庫」も設置します。

○図書交流広場のイメージ図

※レファレンスカウンターとは…
　図書館を効果的に利用できるように、質問や相談を受けて、必要
な図書の紹介や情報を手にいれるお手伝いを行う窓口です。

市報さかいみなと　12



１．職員の任免、職員数に関する状況

（１）採用試験の実施状況（平成２９年４月採用分）

（２）採用の状況（平成２８年４月採用）

　◇一般事務：４人　◇保健師：１人　◇保育士：１人

（３）退職の状況

（４）職員派遣の状況

　◇松江市（相互派遣）：１人（平成２１年４月～）

　◇鳥取県後期高齢者医療広域連合 ：１人 （平成２５年４月～）

　◇一般社団法人境港水産振興協会 ：１人（平成２５年７月～）

　◇鳥取県職員人材開発センター：１人（平成２８年４月～）

２．職員の人事評価の状況

　◇評価の回数：２回

　◇評価の時期：上期９月、下期３月

　◇評価の対象者数：上期２２８人、下期２２５人

３．職員の勤務時間等の状況

（１）標準的な勤務時間（平成２９年４月１日現在）

　◇１週間あたり３８時間４５分

　◇午前８時３０分～午後５時１５分

　　（休憩時間：正午～午後１時）

（２）年次有給休暇の取得状況

　◇１人当たり平均取得日数：８日と３時間

　◇取得率（総取得日数／総付与日数）：２１．９％

（３）特別休暇の取得状況（主なもの）

（４）旅費（一般職および特別職）

４．職員の休業の状況

　■育児休業の取得状況

　　◇新規：２件　◇延長：３件

５．職員の分限、懲戒処分の状況

　　◇分限処分　　休職５人

６．職員の研修の状況

■市が独自に行うもの

　新規採用職員研修、接遇研修、人権研修、メンタルヘル

　ス研修など

■鳥取県職員人材開発センターが開催するもの

　情報収集・分析力基礎講座、クレーム対応講座、仕事の

進め方講座、財務３表の読み方講座、条例の見方・読み方・

作り方講座など

■全国市町村国際文化研修所が開催するもの

　自治体の財源確保、児童虐待の対応など

■市町村職員中央研修所が開催するもの

　研修講師養成講座

７．職員の福祉の状況

■健康診断の状況

　定期健康診断、人間ドック、特別定期健康診断、婦人検

診、 がん（胃・肺・大腸）検診

区　分 申込者数
第１次試験
受験者数（A）

第１次試験
合格者数

最終合格者数
（B）

競争率
（A）／（B）

一般事務 60 人 48 人 12 人 5 人 9.6 倍

土木技師 2人 2人 2人 1人 2.0 倍

保育士 11 人 11 人 3 人 1 人 11.0 倍

▼問い合わせ先

　総務課職員係　（☎４７－１００９）

日当
（１日当たり）

宿泊料（１夜当たり） 食卓料
(1夜当たり )県内 県外

1,100 円 9,800 円 10,900 円 1,100 円区　分 定年退職 早期退職 その他

平成２９年３月３１日付け 2人 1人 2人

年度中途 0人 0人 1人

休暇種類 取得人数 取得日数

夏季 226 人 640 日

服喪等 26 人 62 日と 5時間

結婚 0人 0日

出産 13 人 267 日と 3時間

子の看護 14 人 49 日と 1時間

※有給・特別休暇の集計期間は平成２８年４月１日から
　平成２９年３月３１日

人 事 行 政 の 運 営 状 況人 事 行 政 の 運 営 状 況

　平成２８年度の職員に関する人事行政の運営状況をお知らせします。

　（別途、公表済みの給与および職員数に関するものは除きます。）
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～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

　

 海の恵み「天然本まぐろ」
　第７回まぐろ感謝祭

　境港を代表する海の恵み「天然本まぐろ」に感謝し、お

いしさを広くＰＲする「第７回まぐろ感謝祭」が、６月

１８日（日）に昭和町の水産物卸売市場で開催されました。

　名前のとおり、解体ショーや切り身販売、様々なマグロ

料理の販売など、会場はマグロ一色でした。この日は約

５千人が来場し、旬のマグロを堪能していました。

　また、海からの恵みに感謝し資源を大切に守ることも、

この感謝祭の目的となっており、来場者は資料展示などを

見て、資源管理などの取り組みを学んでいました。

 妖怪大移動？ブロンズ像がお引越し
　リニューアル工事に伴い、ブロンズ像を移設

　来年７月リニューアルに向けて工事が進んでいる水木し

げるロードで、６月７日（水）に妖怪ブロンズ像の移設作

業が始まりました。

　一番初めに移設されたのは「こなき爺
じじい

」で、移動途中に

は、地元の子どもたちの応援を受けながら、駅前公園に仮

設置されました。

　今後は、工事区間のブロンズ像が駅前公園に仮設置され、

工事が完了するまでの期間は「世界妖怪会議」として、特

別展示されます。

《
裏
千
家
淡た

ん

交こ
う

会か
い

境
港
学
校
茶
道
連
絡
協
議
会
》

【
団
体
紹
介
】

　

私
た
ち
は
、
境
港
市
内
の
幼
稚
園
・
小
学

校
・
高
等
学
校
で
月
１
〜
３
回
、
放
課
後
に

ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
生
徒

に
茶
道
を
教
え
て
い
ま
す
。
日
本
の
伝
統
文

化
で
あ
る
茶
道
に
少
し
で
も
親
し
ん
で
も
ら

い
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
育
て
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

　

毎
年
７
月
に
、
七
夕
茶
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
七
夕
茶
会
は
、
子
ど
も
た
ち
、

生
徒
の
茶
道
の
発
表
の
場
で
も
あ
り
、
お
茶

や
お
菓
子
を
運
ぶ
時
は
子
ど
も
た
ち
も
緊
張

し
て
い
ま
す
が
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

い
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

お
抹
茶
を
体
験
で
き
る
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
好
評
で
す
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

今
年
も
、
７
月
９
日
（
日
）
に
市
民
会
館

中
央
公
民
館
で
七
夕
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
茶
券
を
短
冊
に
し
て
願
い
事
を
書
き
、

笹
竹
に
吊
る
し
ま
す
。
お
い
し
い
お
菓
子
も

あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

◇
お
茶
券　

３
５
０
円

※
当
日
券
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

裏
千
家
淡
交
会
境
港
学
校
茶
道
連
絡
協
議

会
代
表　

浅
野
さ
ん　
（
☎
44
‐
５
１
０
６
）
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【
市
報
で
み
な
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
】

　

掲
載
を
ご
希
望
の
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
振
興
課
企
画
係
（
☎
47
‐
１
０
２
４
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

 自然環境の保全をめざして
　中海・宍道湖一斉清掃を実施

　ラムサール条約湿地である中海・宍道湖の一斉清掃が、

６月１１日（日）に中海・宍道湖を囲む鳥取・島根両県の

５市で実施され、境港市でも西工業団地の護岸で行われま

した。

　この日は２１７人が参加し、１時間程の清掃で約６００

㎏のごみが集まりました。

　中海・宍道湖の自然環境を次世代に引き継いでいくため

にも、自分たちに何ができるのかをあらためて考え直して

みましょう。

 今年も盛況！中野港漁村市
　第２回中野港漁村市

　沿岸漁業の振興と魚食普及を目的に始まった中野港漁村

市は、今年で５年目を迎え、６月１０日（土）に中野漁港

を会場として、今年２回目が開催されました。

　この日は天気もよく、約１，８００人が会場に足を運び、

一時は入場規制が行われるほど賑わいました。来場者は、

地元漁業者から鮮魚や海産物を買い求めたり、干物などの

物販に列を作っていました。また、販売のほかにも、養殖

キジハタの試食や販売、境港総合技術高校生による神経締

めの実演なども来場者の注目を集めていました。

《
上
道
公
民
館
油
絵
教
室
》

【
団
体
紹
介
】

　

こ
の
教
室
は
、
平
成
元
年
に
絵
画
が
好
き

な
仲
間
が
集
ま
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年

で
結
成
29
年
目
を
迎
え
、
現
在
は
12
人
の
仲

間
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
の
午
後
１
時
30
分

か
ら
、
上
道
公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
の
講
師
で
あ
る
、
本
池
孟

つ
と
む

先
生
の

指
導
の
も
と
、
各
々
が
自
由
に
の
び
の
び
と

作
品
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
道
公
民
館
で
は
、
毎
月
第
２
・

４
水
曜
日
に
本
池
先
生
の
水
彩
画
教
室
も
開

か
れ
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

◇
境
港
市
美
術
展
覧
会
や
夢
み
な
と
美
術
館

　

へ
の
出
品

◇
上
道
公
民
館
ま
つ
り
で
の
作
品
展
示

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

私
た
ち
の
活
動
も
、
今
年
で
29
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
油
絵
教
室
で
、
皆
さ
ん
も

い
っ
し
ょ
に
油
絵
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

油
絵
と
聞
く
と
、
と
て
も
難
し
い
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
講
師
の
本
池
先
生
の
ご
指

導
の
も
と
、毎
回
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
が
お
あ
り
で
し
た
ら
、
ま
ず
お
気
軽

に
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

上
道
公
民
館　
　
　
（
☎
44
‐
２
１
８
３
）　　

15　平成２９年７月
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景
山
龍
造
は
、
文ぶ

ん

化か

14
年
（
１
８
１
７

年
）
会
見
郡
中
野
村
（
現
・
中
野
町
）
に

生
ま
れ
ま
し
た
。（
幼
名
は
礼れ

い

太た

郎ろ
う

。）

　

龍
造
は
、
幼
少
か
ら
家
塾
（
父
・
粛
し
ゅ
く

の

景
山
塾
）
で
学
問
を
授
か
り
、
16
歳
で
鳥

取
の
芝し
ば

田た

壮そ
う

助す
け

に
、
18
歳
で
は
大
坂
の
摩ま

島し
ま

松
し
ょ
う

南な
ん

に
学
び
ま
す
。
20
歳
に
は
江
戸
昌

し
ょ
う

平へ
い

校こ
う

に
入
学
、
ま
た
詩
学
を
梁や

な

川が
わ

星せ
い

巌が
ん

に

学
び
、
そ
の
勤
王
思
想
に
感
化
さ
れ
ま
す
。

26
歳
で
京
都
の
吉よ
し

益ま
す

北ほ
く

州
し
ゅ
う

の
門
に
入
り
、

医
学
も
勉
学
し
ま
し
た
。

　

京
都
に
滞
在
中
、
公く

卿
ぎ
ょ
う

三
条
実さ

ね

万つ
む

は
龍

造
の
学
識
を
認
め
、
自
ら
「
臥が

龍
り
ゅ
う

」
の
二

字
を
書
い
て
彼
に
贈
り
、
儒
者
と
し
て
立

つ
よ
う
勧
め
ま
し
た
。
ま
た
、
弘こ

う

化か

２
年

（
１
８
４
５
年
）、
三
条
家
の
侍じ

読と
う

と
し
て

実
万
の
子
息
の
教
育
を
委
ね
ま
す
。
そ
の

後
、
大
坂
で
儒
学
を
講
じ
て
い
ま
し
た
が
、

彼
の
名
声
が
鳥
取
藩
に
伝
わ
り
、
安あ

ん

政せ
い

元

年
（
１
８
５
４
年
）、
藩
校
尚

し
ょ
う

徳と
く

館か
ん

の
教

授
に
抜
擢
さ
れ
ま
す
。

　

至
誠
不
動
一
貫
の
信
念
を
持
つ
儒
者
で

あ
る
と
し
て
鳥
取
藩
か
ら
認
め
ら
れ
、
朝

廷
や
各
藩
の
間
を
往
来
、
時
局
を
進
言
す

る
藩
の
周
し
ゅ
う

旋せ
ん

方か
た

と
し
て
国
事
に
奔
走
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）
に
起
き
た

隠
岐
騒
動
の
際
、
隠
岐
の
志
士
は
鳥
取
藩

に
救
援
を
乞
い
、
命
を
受
け
た
龍
造
は
、

す
ぐ
隠
岐
に
渡
り
瞬
く
間
に
こ
れ
を
鎮ち

ん

撫ぶ

し
ま
し
た
。
同
年
11
月
、
隠
岐
国
は
松
江

藩
の
支
配
を
離
れ
、
そ
の
取
締
は
鳥
取
藩

が
す
る
よ
う
に
太
政
官
よ
り
命
ぜ
ら
れ
ま

す
。
龍
造
は
隠
岐
統
治
の
任
に
就
き
ま
す

が
、
翌
年
帰
藩
し
ま
す
。
そ
の
後
、
隠
岐

見
聞
録
十
一
巻
を
著
し
ま
し
た
。

　

明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
）、
教
部
省

出
仕
を
拝
命
し
ま
し
た
が
、
病
の
た
め
６

月
で
こ
れ
を
辞
し
、
８
月
に
東
京
猿さ

る

楽が
く

町
ち
ょ
う

に
て
56
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

（
参
考
）「
鳥
取
藩
史
」「
境
港
市
史
」
他

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち
（

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち
（
1616
））　　

　
　
　

　
　
　

  

〜〜
景景か

げ
か
げ

山山や
ま
や
ま

龍龍
り
ょ
う

り
ょ
う

造造ぞ
う
ぞ
う

〜〜

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　夏休みは、子どもたち

がたくましく成長する反

面、開放感や気のゆるみ

から生活が乱れ、非行に

走りやすくなる季節でも

あります。

　また、子どもたちが、

携帯電話やスマートフォ

ンのほか、携帯ゲーム機

や音楽プレーヤーなどイ

ンターネットへの接続が

可能な機器を利用するこ

となどにより、犯罪に巻

き込まれてしまうケースもあります。

　子どもが安心してインターネットを利用できるよう、

携帯電話、スマートフォン等に「フィルタリング設定（有

害なホームページなどにアクセスできないように制限す

る設定）」を含めた、ペアレンタルコントロール（保護

者の設定により、利用できるアプリを制限したり、利用

できる時間および場所を制限すること等）を行いましょ

う。

境港警察署（☎ 44 － 0110）

夏休みの少年非行・犯罪被害防止

自治防災課危機管理室（☎ 47 － 1071）

　台風や集中豪雨などが起こりやすい時期に入っていま

す。日頃から大雨、暴風警報等の情報に注意し、事前の

対策をとることで被害の軽減に努めましょう。

◆日頃からの備え

 ・家の周りを点検、側溝や雨
あま

樋
どい

などを清掃しておく。

 ・非常時持出品を準備しておく。

◆大雨・台風が近づいてきたときの備え

 ・テレビ等の最新情報に注意する。

 ・風で飛びそうな物は固定したり、家の中に入れる。　　

 ・外出を控える。

◆避難情報に注意しましょう

　市が発出する避難情報には次のものがあります。これ

らの違いを理解し、自らの身を守りましょう。

 ・「避難準備・高齢者等避難開始」

　　高齢者など、避難に時間を要する人は避難開始。そ

　　の他の人は避難の準備。

 ・「避難勧告」

　　通常の避難行動ができる人は避難所等へ避難を開始。

 ・「避難指示（緊急）」

　　まだ避難していない人は、直ちに避難を開始。避難

　　の時間がない場合は、生命を守る最低限の行動（２

　　階に上がるなど）をする。

16日頃からの災害への備え日頃からの災害への備え

「風水害への備え」について

景山龍造画

「臥龍」の書（稲賀家所蔵）

市報さかいみなと　16
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【事例】

　格安のスマートフォンをインターネットから契約し

た。使い方や利用開始の手続き方法を問い合わせたくて

も実際の店舗がないため、サポートの電話窓口に電話を

かけるが、何度かけても話し中でつながらない。

【格安スマホについて】

○いわゆる『格安スマホ』について、今までの携帯電話

　と同じ内容のサービスが安く受けられると思って契約

　したのに、使ってみるとサービスの内容が違っていた

　という相談が寄せられます。

○格安スマホ会社は、大手通信業者から回線設備等を借

　りるなどし、様々な方法で運営コストを抑え、比較的

　安価な料金でサービスを提供しています。

【アドバイス】

○格安スマホ会社の中には実際の店舗がなく、故障時の

　対応や問い合わせ窓口が電話やホームページ等に限ら

　れている場合もあります。

○格安スマホは、独自のメールアドレスの提供がなかっ

　たり、故障時に代替機の貸し出しサービスが有料であ

　ったりするなど、今までの携帯電話会社とサービス内

　容が違う場合があります。

○契約の前にホームページやパンフレット等で、サポー

　ト体制や自分が必要とするサービス内容の有無を確認

　し、よく検討してから契約しましょう。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

『格安スマホ』のトラブル

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

182消費生活相談室です消費生活相談室です

　毎年、夏の時期に、熱中症で救急搬送される人は全

国で約５万人と、大変多くなっています。

　熱中症は、外出時に気をつければ良いと思われがち

ですが、実は室内の生活時でも発症し、場合によって

は死亡することがあります。また、天候や気温などの

環境条件だけでなく、その時の体調や暑さに対する慣

れの程度も影響して起こります。特に、高齢者と乳幼

児は重症化しやすいので細心の注意が必要です。

　≪熱中症の予防法≫

　　①エアコンや扇風機を上手に利用しましょう。

　　②水分をこまめにとりましょう。

　　③規則正しい生活をしましょう。

　　④無理せず休憩をとりましょう。

　　⑤強い日差しは避けましょう。

　鳥取県内では、気温３５度以上の猛暑日や熱帯夜が

増加傾向で、今年の夏も暑くなることが予想されてい

ます。十分気をつけてお過ごしください。

▼問い合わせ先　健康推進課（☎４７－１０４１）

保健師の
　ちょっと一言

熱中症を予防しましょう

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 167

部落解放月間
　　　　７月１０日 ( 月 ) ～８月９日（水）

　鳥取県は、「同和対策事業措置法」が施行された翌

年の昭和４５年に、『部落解放月間』を制定し、現在

に至っています。昨年１２月には、「部落差別の解消

の推進に関する法律」（部落差別解消法）が公布・施

行され、国や地方公共団体の責務として、部落差別解

消の必要性について、国民一人ひとりが理解を深め、

相談体制の充実や差別解消のための教育・啓発を行う

よう努めなければならないことを明確にしました。

　私たちの周りには、いろいろな人権問題があります。

同和問題の解決は、憲法にある「基本的人権の尊重」

の実現を目指すことであり、すべての国民にとって、

大切な課題であるといえます。

　今年度も、『部落解放月間』（７月１０日～８月９日）

期間中の８月４日（金）に、同和問題についての人権

学習講座（講演会）を開催します。詳しくは２２ペー

ジをご覧ください。

　ご参加をお待ちしています。

17　平成２９年７月



新
た
に
年
金
を
受
け
取
れ
る

人

が

増

え

ま

す

　

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な

納
付
期
間
が
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮

さ
れ
ま
し
た
。

　

該
当
者
に
は
、
年
金
請
求
書
（
黄

色
い
封
筒
）
が
２
月
末
か
ら
７
月
上

旬
に
か
け
て
郵
送
さ
れ
ま
す
。
内
容

と
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
よ
く
確
認

し
、
忘
れ
ず
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
行
う
際

は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
年

金
相
談
の
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６
５
）

◇
日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

市
民
温
水
プ
ー
ル
時
間
休
業

　

市
民
総
体
の
開
催
に
伴
い
、
市
民

温
水
プ
ー
ル
は
時
間
休
業
し
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
午
後
４
時
以
降
は
通
常
通
り
営
業

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
境
港
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
３
７
２
５
）

平
成
28
年
度
の
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
制
度 

実
施
状
況

【
公
文
書
の
開
示
】

▼
請
求
件
数　

16
件

▼
開
示
状
況

◇
開　

示　
　

15
件

◇
部
分
開
示　

１
件

【
自
己
情
報
の
開
示
】

▼
請
求
件
数　

５
件

▼
開
示
状
況

◇
開　

示　
　

４
件

◇
部
分
開
示　

１
件

※
個
人
情
報
に
関
す
る
部
分
に
つ
い

て
非
開
示
と
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
７
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
31
日

（
月
）
現
在
で
毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
１
人
か
ら
４
人
規

模
の
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、
労
働

時
間
お
よ
び
労
働
者
数
の
動
向
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
地
域
振
興
部
統
計
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
０
７
）

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
開
設

　

市
役
所
別
館
１
階
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る「
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
境
港
」

に
加
え
、地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク「
鳥

取
県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
を
、

７
月
３
日
（
月
）
に
開
設
し
ま
す
。　

　

専
門
的
知
識
を
持
っ
た
職
員
に
よ

る
就
業
支
援
機
能
が
一
層
強
化
さ
れ
、

相
談
か
ら
職
業
紹
介
に
至
る
ま
で
、

一
貫
し
た
伴
走
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
訪
問
に
も
取
り
組
み
、

求
人
開
拓
を
推
進
す
る
ほ
か
、
土
曜

日
も
開
設
し
、
転
職
を
お
考
え
の
人

に
も
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
従
来
の
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
境
港
で
も
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
雇
用
保
険
手
続
や
職
業
相
談
・

職
業
紹
介
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

▼
開
設
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
開
設
日

◇
鳥
取
県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

毎
週
月
曜
日
〜
土
曜
日

◇
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
境
港

　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

※
い
ず
れ
も
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
鳥
取
県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
３
３
９
５
） 

◇
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
境
港

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
１
７
３
３
）

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

は

じ

ま

り

ま

す

▼
運
動
期
間

　

７
月
11
日
（
火
）
〜
20
日
（
木
）

▼
運
動
の
重
点

◇
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防

　

止
◇
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
と
全

　

て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

　

用
の
徹
底

◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

◇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▼
夏
の
運
転
に
は
、
次
の
よ
う
な
危

険
が
潜
ん
で
い
ま
す
！

◇
行
楽
や
帰
省
等
に
よ
る
交
通
量
の

　

増
加

◇
暑
さ
か
ら
く
る
疲
労

◇
子
ど
も
の
外
遊
び
・
夏
休
み

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

全
国
強
調
月
間（
７
月
）

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、
子
ど

も
を
見
守
る
大
人
の
存
在
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

家
庭
や
学
校
、
地
域
な
ど
が
相
互

に
協
力
・
連
携
し
て
、
青
少
年
の
規

範
意
識
の
醸
成
お
よ
び
有
害
環
境
へ

の
適
切
な
対
応
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  
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人
権
に
関
す
る
お
悩
み
を

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

鳥
取
県
で
は
、
人
権
に
関
す
る
こ

と
の
相
談
を
お
聴
き
す
る
「
人
権
相

談
窓
口
」
と
、
24
時
間
対
応
の
電
話

相
談
「
こ
ど
も
い
じ
め
人
権
相
談
窓

口
」
を
設
け
て
、
問
題
解
決
の
た
め

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
人
権
相
談
窓
口
】

▼
相
談
方
法

　

電
話
、面
接（
要
予
約
）、電
子
メ
ー

ルMail

jinkensoudan@
pref.tottori.lg.jp

▼
受
付
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

西
部
総
合
事
務
所
（
１
階
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
31
‐
９
６
４
９
）

【
こ
ど
も
い
じ
め
人
権
相
談
窓
口
】

▼
相
談
窓
口　

県
庁
人
権
局

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
２
１
１
５
）

▼
電
話
相
談　

24
時
間
対
応

▼
面
接
相
談
（
要
予
約
）

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
電
子
メ
ー
ル
相
談

Mailijim
e-soudan@

pref.tottori.lg.jp
※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間
（
７
月
）

　

こ
の
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、

今
年
で
67
回
目
と
な
り
ま
す
。

▼
今
年
の
重
点
事
項

◇
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く

　

り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
の
推
進

◇
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
り
組
み
に

　

つ
い
て
協
力
の
拡
大

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝

く

じ

発

売

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
発
売
期
間

　

７
月
18
日（
火
）〜
８
月
10
日（
木
）

▼
賞　

金

　

１
等
５
億
円
、
前
後
賞
各
１
億
円

▼
そ
の
他

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
（
１
等

１
億
円
）、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
チ

（
1
等
１
０
０
万
円
）も
同
時
発
売
！

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
（
中

退
共
）
は
、
中
小
企
業
の
た
め
の
国

の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

掛
金
助
成
や
税
制
上
の
優
遇
が
受

け
ら
れ
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

制
度
内
容
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
（
☎
03
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４
）

informationinformationinformationinformation

有　

料　

広　

告

国民年金保険料には免除制度があります

  国民年金の保険料を納めることが困難な場合、申請が認められ

れば保険料の納付が免除・猶予されます。

　免除が承認された期間は、一定の割合で将来受給する年金額の

計算に算入され、年金の受給資格期間にも算入されますが、部分

免除の場合は免除後の保険料の納付が必要です。

▼免除の種類と免除額

▼申請に必要なもの

◇年金手帳などの基礎年金番号が分かるもの

◇印章（本人が署名する場合は不要）

◇雇用保険被保険者離職票・雇用保険受給資格者証など（失業者

　の特例を適用する場合）

※申請時点から２年１カ月前までの期間について、さかのぼって　

　免除申請することができます。

▼問い合わせ先

◇日本年金機構米子年金事務所　（☎３４－６１１１）

◇市民課保険年金係　　　　　　（☎４７－１０３５）

種　類
免除される
保険料

（H29.4 ～）

納付する
保険料

免除期間に
関する年金額

全額免除 16,490 円 0 円
全額納付の
２分の１

4分の３免除 12,370 円 4,120 円
全額納付の
８分の５

半額免除 8,240 円 8,250 円
全額納付の
８分の６

4分の 1免除 4,120 円 12,370 円
全額納付の
８分の７
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informationinformation

農
業
委
員
会
情
報

【
畑
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
】

　

近
年
、
遊
休
農
地
の
解
消
と
担
い

手
農
家
等
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
内
の
畑

を
（
公
財
）
鳥
取
県
農
業
農
村
担
い

手
育
成
機
構
お
よ
び
（
一
財
）
境
港

市
農
業
公
社
が
仲
介
し
、
特
産
の
白

ね
ぎ
等
の
野
菜
栽
培
を
す
る
担
い
手

農
家
等
へ
お
貸
し
し
て
い
ま
す
の
で
、

耕
作
さ
れ
て
い
な
い
畑
を
お
持
ち
の

人
や
、
畑
の
借
り
入
れ
を
希
望
さ
れ

る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

米子市水道局からのお知らせ

　米子市水道局は、新庁舎への移転を行います。それに伴い、

業務を行う庁舎が、下記の日程で変わります。ご迷惑をおかけ

しますが、ご理解とご協力をお願いします。

〈境港営業所の場所はこれまでと変わりありません。〉

▼庁舎切り替え日程

◇７月１４日（金）まで：現在の庁舎で業務を行います。

◇７月１８日（火）から：新庁舎で業務を行います。

※営業時間は午前８時３０分～午後５時１５分です。

※７月１５日（土）～１７日（月・祝）の間に来局される場合

　は、電話で確認のうえお越しください。

▼新庁舎への経路図

　新しい庁舎には、下図の実線の経路（東山公園側から）でお

越しください。また、これまでの入口からは、点線の経路でお

越しください。

▼問い合わせ先

　米子市水道局総務課（☎３２‐６１１１）

有　

料　

広　

告

種 別 建　築 建　築 管

工 事 名
境港市立余子小学校
体育館改修工事

第三中学校体育館
床改修工事

渡小学校下水道
接続工事

入 札 日 6月 2日 6月 6日 6月 6日

予定価格 33,026 千円 11,903 千円 18,907 千円

落 札 額 32,184 千円 11,610 千円 18,219 千円

落 札 率 97.5% 97.5% 96.4%

落 札 者 ㈱ウオタニ 三協建設㈱ ㈱シンセイ境港出張所

種 別 土　木 造　園 測　量 測　量

工 事 名
渡中央マンホールポンプ
外構外２線舗装工事

街路樹維持管理
業務委託

地籍調査事業測量
委託業務（その１）

地籍調査事業測量
委託業務（その２）

入 札 日 5月 23 日 5 月 23 日 5 月 29 日 5 月 29 日

予定価格 10,712 千円 10,978 千円 13,975 千円 10,374 千円

落 札 額 10,476 千円 10,476 千円 12,852 千円 9,612 千円

落 札 率 97.8% 95.4% 92.0% 92.7%

落 札 者 ㈲大東工業 環境緑地㈱
サンイン技術コンサルタント

㈱境港営業所
シンワ技研コンサルタント

㈱境港営業所
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夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
ト
リ
ピ
ー
20
歳

　
　
　

バ
ー
ス
デ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
】

　

７
月
12
日
で
、

ト
リ
ピ
ー
は
20

歳
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
を
記
念

し
て
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
催
し
、

先
着
５
０
０
人
に
缶
バ
ッ
ジ
と
記
念

シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料

【
サ
メ
の
海
と
サ
ン
ゴ
礁
の
水
族
館
】

▼
と　

き

　

７
月
15
日（
土
）〜
８
月
20
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
入
場
は
閉
場
30
分
前
ま
で

▼
と
こ
ろ　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
（
前
売
り
券
）

◇
一　

般　
　
　

９
０
０
円

◇
小
・
中
学
生　

５
０
０
円

※
当
日
券
は
と
も
に
２
０
０
円
増
し

※
幼
児
無
料

▼
そ
の
他　

期
間
中
、「
夢
み
な
と

お
化
け
屋
敷
は
な
い
ち
も
ん
め
〜
閉

ざ
さ
れ
た
お
屋
敷
〜
」
や
「
子
ど
も

縁
日
」
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

７
月
12
日
（
水
）、９
月
13
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
・
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

７
月
31
日
（
月
）、８
月
31
日
（
木
）　

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

夕
日
ヶ
丘
『
水
辺
で
乾
杯
』

　

七
夕
の
日
の
夕
暮
れ
時
、
中
海
を

望
む
水
辺
で
一
斉
に
乾
杯
し
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

　

当
日
は
、
午
後
７
時
７
分
の
一
斉

乾
杯
の
ほ
か
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等

の
催
し
を
行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

※
雨
天
中
止

▼
と
こ
ろ

　

夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
芝

生
広
場　

▼
内　

容

◇
午
後
６
時
〜
７
時

・
ボ
ー
ト
・
ペ
ー
ロ
ン
体
験
乗
船
会

・
親
水
護
岸
の
散
策
・
清
掃

◇
午
後
７
時
〜
７
時
30
分

・
一
斉
乾
杯

・「w
ith

ワ
ー
キ
ャ
ー
ズ
」
に
よ
る

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夕
日
ヶ
丘
『
水
辺
で
乾
杯
』
実
行

委
員
会
事
務
局
（
都
市
整
備
課
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
６
）

中

野

港

漁

村

市

【
ウ
エ
カ
ツ
さ
ん
の
料
理
教
室
】

　

７
月
の
中
野
港
漁
村
市
で
は
、
ウ

エ
カ
ツ
さ
ん
こ
と
上
田
勝
彦
さ
ん

（
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ
大
使
）
に
よ
る
、

か
ん
た
ん
魚
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
鮮
魚
や
干
物
、
魚
料

理
販
売
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

▼
と　

き　

７
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

※
鮮
魚
は
午
前
10
時
か
ら
販
売
し
ま

す
。（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

▼
と
こ
ろ　

中
野
港
周
辺

※
９
月
も
ウ
エ
カ
ツ
さ
ん
の
魚
料
理

の
実
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、「
水
産
王
国
境
漁
港
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

水
産
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
５
）

informationinformation

催催  

しし

鳥取県マスコットキャラクター
 トリピー

学校地域協働推進フォーラム in境港
　自分たちの住むまちを自分たちで考え、作り上げていくという「協働のまちづくり」

を進め、将来の境港を担う子ども達の教育について考えるきっかけとして開催します。

　フォーラムでは、市で導入を進めているコミュニティ・スクール
※ について、講演

とパネルディスカッションを予定しています。

　参加を希望する人は、当日お越しいただき、受け付けをお願いします。

※ コミュニティ・スクールとは … 保護者や地域のニーズを反映させるため、地域住民が学校　

運営に参画出来るようにする仕組みや考え方を有する学校のことを言います。

▼と　き　８月１７日（木）　午後１時３０分～４時３０分

▼ところ　文化ホール

▼内　容

◇講　演　・テーマ　これからの地域を担う子どもとコミュニティ・スクール（仮題）

　　　　　・講　師　土江博
ひろ

昭
あき

さん（前雲南市教育長）

◇パネルディスカッション

　・テーマ　　　地域・学校で未来を担う子どもたちを育てるために（仮題）

　・パネリスト　土江博昭さんほか

▼問い合わせ先　学校教育課指導係（☎４７－１０８８）

これからの境港の教育を一緒に考えてみませんか？

21　平成２９年７月



informationinformation

家

族

介

護

教

室

「
い
き
い
き
介
護
講
座
」

　

介
護
者
の
負
担
が
少
な
い
介
護
技

術
を
、
実
践
を
踏
ま
え
て
学
び
ま
す
。

▼
対　

象

　

介
護
し
て
い
る
家
族
お
よ
び
介
護

に
関
心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

７
月
31
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

介
護
老
人
保
健
施
設
は
ま
か
ぜ

▼
テ
ー
マ

　

頑
張
ら
な
い
・
ら
く
ら
く
介
護
を

学
ぼ
う

▼
講　

師

　

介
護
老
人
保
健
施
設
は
ま
か
ぜ
介

護
福
祉
士
ほ
か

▼
定　

員　

20
人

▼
申
込
期
限　

７
月
20
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

人

権

学

習

講

座

　

境
港
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で

は
、
部
落
解
放
月
間
に
合
わ
せ
て
、

同
和
問
題
に
つ
い
て
の
人
権
学
習
講

座
（
講
演
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

８
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

▼
演　

題

　

差
別
の
現
実
に
学
ぶ
人
権
教
育

▼
講　

師

　

山
田
二
郎
さ
ん
（
部
落
解
放
同
盟

西
部
地
区
協
議
会
副
議
長
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
講
演
会

　

仕
事
と
生
活
（
育
児
、
介
護
、
地

域
活
動
、
趣
味
、
学
習
な
ど
）
の
調

和
を
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
等
に
取
り
組
ま
れ
、「
人
材
確
保
・

定
着
」
と
い
う
課
題
を
克
服
さ
れ
た

職
場
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
者
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

※
入
場
無
料
、
事
前
申
込
み
不
要

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

▼
演　

題

　

社
員
が
輝
く
会
社
と
は
…
！
〜

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
企
業

と
呼
ば
れ
て
10
年
〜

▼
講　

師

　

古こ

志し

野の

純す
み

子こ

さ
ん
（
㈱
長
岡
塗
装

店 

常
務
取
締
役
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

楽
し
い
子
育
て
・
孫
育
て
講
座

　

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
も
子

育
て
・
孫
育
て
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

祖
父
母
世
代
と
親
世
代
が
楽
し
く

子
育
て
・
孫
育
て
で
き
る
よ
う
に
、

孫
育
て
の
メ
リ
ッ
ト
や
成
長
に
合
わ

せ
た
育
児
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

※
沐
浴
等
の
実
演
も
あ
り
ま
す
。

▼
と　

き　

８
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
定　

員　

20
人

▼
申
込
期
限　

８
月
１
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
（
一
社
）
鳥
取
県
助
産
師
会

　
　
　
　
　
　
（
☎
31
‐
３
６
２
４
）

◇
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
２
）

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

夏
休
み
お
は
な
し
会

▼
対　

象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

▼
と　

き　

７
月
26
日
（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館
和
室（
１
階
）

▼
内　

容

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
、
紙
芝

居
な
ど

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
・
足
立

さ
ん　
　
　
　
（
☎
45
‐
３
０
７
６
）

『市民と議会の懇談会』を開催します

　市議会は、市民の皆さんにもっと身近で役立つ議会へと、さまざまな

取り組みを行っています。

　その一環として、今年も「市民と議会の懇談会」を開催します。

　議会活動や市政に対する意見・要望などをお聞きし、市民と議会が理

解を深め合う場になればと考えています。

※お住まいの地区に関わらず、どの会場でも参加できます。途中の入退

場も可能です。

▼内　容　◇３月・６月議会の概要報告

　　　　　◇議会改革の取り組み報告

　　　　　◇参加者との意見交換

▼と　き・ところ（地区別）

▼と　き・ところ（日曜日）

▼問い合わせ先　議会事務局（☎４７－１０９７）

８月１日（火）
渡公民館

　開場　午後７時
　開会　午後７時３０分
　閉会　午後９時（予定）

境公民館

　　２日（水）
上道公民館

余子公民館

　　４日（金）
誠道公民館

中浜公民館集会所

　　７日（月） 外江公民館

　　６日（日） 中央公民館（全市）
　開場　午前１０時
　開会　午前１０時３０分
　閉会　正午（予定）

市報さかいみなと　22



行
政
書
士
に
よ
る

無

料

相

談

会

　

鳥
取
県
行
政
書
士
会
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

毎
月
第
２
火
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

※
７
月
は
11
日（
火
）に
開
催
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

市
民
図
書
館
分
館

▼
内　

容

　

相
続
・
遺
言
の
手
続
き
や
、
そ
の

他
の
暮
し
の
困
り
ご
と
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
２
７
４
４
）

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
贈
与
・
売
買
、

登
記
、
成
年
後
見
申
し
立
て
、
借
金
・

多
重
債
務
問
題
、
法
律
問
題
な
ど

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）

全
国
一
斉
不
動
産
表
示

登
記
無
料
相
談
会

　

土
地
・
建
物
の
表
示
に
関
す
る
登

記
や
土
地
分
筆
・
建
物
新
築
・
増
築

等
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
相
談
に

つ
い
て
、
土
地
家
屋
調
査
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
福
祉
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
22
‐
７
０
３
８
）

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

『
自
然
を
楽
し
む
菜
園
講
座
』

【
中
海
の
海
藻
で
作
物
が
育
つ
土
づ
く
り
】

　

様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
実
践
し
、

活
躍
し
て
い
る
人
を
講
師
に
招
い
て

の
講
演
会
で
す
。

　

海
藻
で
畑
の
土
が
フ
カ
フ
カ
に
変

わ
り
、安
全
・
安
心
な
野
菜
が
育
つ
！

楽
し
い
菜
園
づ
く
り
の
お
話
し
で
す
。

▼
と　

き　

８
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

渡
部
敏と

し

樹き

さ
ん
（
自
然

農
法
園
さ
か
い
夢
の
浜
代
表
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

精
神
障
が
い
者
家
族
会
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
学
習
会

　

今
回
は
、精
神
障
が
い
者
の
就
労
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
所
長

に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ

　

自
立
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
〜
就

労
・
生
活
支
援
の
実
践
を
通
し
て
〜

▼
講　

師

　

半は
ん

田だ

堅け
ん

吾ご

さ
ん
（
社
会
福
祉
法
人

ま
つ
え
友ゆ
う

愛あ
い

会 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
ｙ
ｏ
ｕ
愛 

所
長
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
３
）

「
肝
が
ん
撲
滅
運
動
」

市

民

公

開

講

座

▼
と　

き　

７
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
里

▼
内　

容

・
演　

題
①

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
肝
が
ん
予

防
に
つ
い
て

・
講　

師
①

　

大お
お

城し
ろ

陽よ
う

子こ

さ
ん
（
鳥
取
県
西
部
総

合
事
務
所
福
祉
保
健
局 

理
事
監
兼

副
局
長
）

・
演　

題
②　

肝
臓
に
や
さ
し
い
食
事

・
講　

師
②

　

渡
部
華か

奈な

さ
ん
（
鳥
取
大
学
医
学

部
附
属
病
院 

栄
養
管
理
部
）

・
演　

題
③　

肝
臓
が
ん
に
つ
い
て

・
講　

師
③

　

三
好
謙
一
さ
ん
（
鳥
取
大
学
医
学

部
附
属
病
院 

第
二
内
科
助
教
）

※
講
演
会
終
了
後
、
肝
炎
無
料
検
査

を
行
い
ま
す
。（
要
予
約
）

※
入
場
無
料
、
講
演
会
は
事
前
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
大
学
医
学
部
機
能
病
態
内
科

学
・
岡
野
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
38
‐
６
５
２
7
）

夏

休

み

企

画

「
裁
判
を
や
っ
て
み
よ
う
！
」

　

夏
休
み
に
裁
判
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

▼
対　

象　

小
学
校
５
、６
年
生

※
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

▼
と　

き　

８
月
３
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
10
分

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部

▼
内　

容

　

模
擬
裁
判
、
評
議
、
質
疑
応
答
、

法
廷
内
見
学

▼
定　

員　

13
人
（
申
込
受
付
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所
米
子
支

部
庶
務
課　
　
（
☎
22
‐
２
２
０
５
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

【
箏そ

う

と
尺
八
と
ピ
ア
ノ
の
夕
べ
】

▼
と　

き　

７
月
28
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
出　

演　

歓か
ん

〜
Ｋ
Ａ
Ｎ
〜

▼
曲　

目

　

ジ
ブ
リ
メ
ド
レ
ー
、
こ
と
う
た
〜

わ
ら
べ
唄
〜
、
お
は
な
は
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
４
）

第
７
回
み
ん
な
で
選
ぶ
境
港
の

水
産
加
工
大
賞
出
展
者

　

９
月
２
日
（
土
）
に
２
年
振
り
に

開
催
さ
れ
る
水
産
加
工
大
賞
の
出
展

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

原
則
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

法
人
ま
た
は
個
人
事
業
者
な
ど

▼
出
展
商
品

　

水
産
物
を
原
料
と
し
た
加
工
品
で

原
則
、
境
港
で
加
工
さ
れ
た
も
の

▼
申
込
期
限　

７
月
21
日
（
金
）

※
詳
細
は
、
水
産
王
国
境
漁
港
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

水
産
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
５
）

informationinformation

募募  

集集

23　平成２９年７月



認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
（
臨
時

職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
業
務
内
容　

相
談
支
援
、
認
知
症

カ
フ
ェ
の
開
催
な
ど

▼
資
格
要
件

　

保
健
師
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

社
会
福
祉
士
、
精
神
福
祉
士
な
ど

※
そ
の
他
の
応
募
要
件
な
ど
は
、
総

務
課
窓
口
で
配
布
の
実
施
要
項
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限　

７
月
18
日
（
火
）

▼
試
験
日

　

応
募
者
へ
別
途
通
知
し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
日　

８
月
１
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先  

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

入
国
警
備
官
募
集

　

法
律
に
違
反
す
る
外
国
人
に
厳
正

に
対
処
し
、
日
本
の
安
全
と
国
民
生

活
を
守
る
入
国
警
備
官
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

　

受
験
資
格
な
ど
、
試
験
に
関
す
る

詳
細
や
、
受
験
申
込
書
の
請
求
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
区
分

　

警
備
官
／
警
備
官
（
社
会
人
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
し
込
み
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h
ttp
://w
w
w
.jin
ji-sh

ik
en
.

g
o
.jp
/ju
k
en
.h
tm
l

）
か
ら
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

７
月
18
日
（
火
）
〜
27
日
（
木
）

※
当
日
受
信
分
ま
で
有
効
で
す
。

▼
第
１
次
試
験　

９
月
24
日
（
日
）

※
全
国
９
都
市
で
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

法
務
省
広
島
入
国
管
理
局

（
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
４
４
１
１
）

海
上
保
安
大
学
校
・

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

　

海
上
保
安
官
を
養
成
す
る
「
海
上

保
安
学
校
」
お
よ
び
、
幹
部
海
上
保

安
官
を
養
成
す
る
「
海
上
保
安
大
学

校
」
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
海
上
保
安
大
学
校
】

▼
受
付
期
間

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願

　

８
月
24
日
（
木
）
〜
９
月
４
日
（
月
）

◇
郵
送
・
持
参
で
の
出
願

　

８
月
24
日
（
木
）
〜
28
日
（
月
）

▼
第
１
次
試
験

　

10
月
28
日
（
土
）、
29
日
（
日
）

【
海
上
保
安
学
校
】

▼
受
付
期
間

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願

　

７
月
18
日
（
火
）
〜
27
日
（
木
）

◇
郵
送
・
持
参
で
の
出
願

　

７
月
18
日
（
火
）
〜
20
日
（
木
）

▼
第
１
次
試
験　

９
月
24
日
（
日
）

※
試
験
日
程
等
は
、
海
上
保
安
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

◇
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.k
a
ih
o
.m
lit.

g
o
.jp
/o
p
e/saiy

o
u
/b
o
sy
u
.h
tm
l

※
試
験
申
し
込
み
は
国
家
公
務
員

試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
（h

ttp
://

w
w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/sa
iy
o
/sa
iy
o
/

h
tm

）
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
海
上
保
安
部
管
理
課
総
務
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
５
３
２
）

市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格

【
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
一
般（
共
通
）】

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

【
一　

般
】

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

【
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
】

◇
自
炊
可
能
な
程
度
の
健
康
状
態
で
、

　

60
歳
以
上
の
高
齢
者
単
身
世
帯
等
、

　

一
定
の
世
帯
構
成
で
あ
る
こ
と
。

※
詳
し
い
入
居
要
件
等
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
と
は
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
向
け
設
備
を
備
え

た
住
宅
に
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と

生
活
援
助
員
の
サ
ー
ビ
ス
を
加
え
た

住
宅
で
、
家
賃
の
ほ
か
に
生
活
援
助

員
派
遣
費
用
が
必
要
で
す
。（
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
接
続
の
た
め
、
固
定

電
話
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

※
入
居
者
は
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま

す
が
、
状
況
に
よ
り
抽
選
で
決
定
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

７
月
３
日
（
月
）
〜
12
日
（
水
）

▼
入
居
抽
選
日　

７
月
18
日
（
火
）

▼
入
居
可
能
日　

８
月
１
日
（
火
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
、
別
途

駐
車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
戦
没
者
の
遺
児
が

旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
地
域
の
人
々
と
友

好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

▼
参
加
資
格　

戦
没
者
の
遺
児

▼
募
集
地
域

　

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ

ア
ナ
諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸

島
、
北
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、ミ
ャ

ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
中

国
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ

ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

▼
参
加
費　

各
地
域
と
も
10
万
円

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
や

帰
国
時
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手
数
料

な
ど
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
募
集
地
域
に
よ
り
、
実
施
日
程
や

申
込
期
限
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
（
☎
03
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１
）

◇
鳥
取
県
遺
族
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
39
‐
２
２
７
０
）

informationinformation

団地名
上道団地

（上道町 3565）

上道団地

（上道町 3565）

夕顔団地

（誠道町 217）

夕顔団地

（誠道町 218）

種　別 シルバーハウジング 一　般 一　般 一　般

建設年度 平成 13 年 平成 13 年 平成 4年 平成 7年

構　造 鉄筋・４階建 鉄筋・４階建 鉄筋・３階建 鉄筋・３階建

募集住戸 12棟206号（２階）12棟310号（３階）4B 棟 33 号（３階）7A棟 13 号（３階）

間取り等
２ＤＫ

７．５畳、洋６畳

２ＤＫ

７．５畳、洋６畳

３ＤＫ

６畳（２）、洋６畳

３ＬＤＫ

８畳、６畳、洋６畳

家賃（円） 20,700 ～ 40,700 20,700 ～ 40,700 20,000 ～ 39,300 22,200 ～ 43,500
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informationinformation

市
民
農
園
利
用
者

　

市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
農
業
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
市
内
３
カ

所
（
中
浜
・
竹
内
・
中
野
）
に
市
民

農
園
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

休
日
や
余
暇
を
利
用
し
て
、
収
穫

の
喜
び
を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象　

市
内
在
住
の
新
規
利
用
者

※
１
世
帯
１
区
画

▼
利
用
料
金
（
年
額
）

　

２
３
０
０
円
〜
２
５
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

原
子
力
防
災
現
地
研
修
会

▼
対　

象　

小
学
５
年
生
以
上
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
と　

き　

８
月
６
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
見
学
施
設

◇
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

◇
島
根
原
子
力
館
、
島
根
原
子
力
発　

　

電
所
（
バ
ス
車
内
か
ら
の
見
学
）

▼
集　

合　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
前　

▼
募
集
人
数　

20
組
40
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

は
が
き
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
で
、
参
加
さ
れ
る
小
・

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
生

年
月
日
を
記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
は
が
き
１
枚
で
２
組
ま
で

応
募
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

７
月
24
日
（
月
）

▼
注
意
事
項

◇
参
加
無
料
、
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

◇
見
学
に
は
参
加
者
全
員
の
本
人
確

　

認
書
類
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０

　

鳥
取
市
東
町
１
丁
目
２
７
１

  

鳥
取
県
危
機
管
理
局
原
子
力
安
全

対
策
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
３
）

FAX

０
８
５
７
‐
26
‐
８
８
０
５

Mailgenshiryoku-anzen@pref.tottori.lg.jp

境
港
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

夏
の
短
期
水
泳
教
室

▼
対　

象　

３
〜
12
歳

※
小
学
６
年
生
ま
で

▼
と　

き

◇
１
期

　

７
月
24
日
（
月
）
〜
28
日
（
金
）

◇
２
期

　

７
月
31
日（
月
）〜
８
月
４
日（
金
）

◇
３
期

　

８
月
20
日
（
日
）
〜
25
日
（
金
）

※
各
期
と
も
、
開
催
時
間
は
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
45
分

※
各
期
と
も
、
水
曜
日
は
休
館

▼
と
こ
ろ　

市
民
温
水
プ
ー
ル

▼
内　

容

　

水
慣
れ
〜
４
種
目
（
ク
ロ
ー
ル
・

背
泳
ぎ
・
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）

▼
申
込
期
限

◇
１
期　

７
月
15
日
（
土
）

◇
２
期　

７
月
29
日
（
土
）

◇
３
期　

８
月
10
日
（
木
）

▼
定　

員　

◇
１
期　

30
人

◇
２
期　

25
人

◇
３
期　

20
人

▼
受
講
料
（
保
険
料
含
む
）

◇
１
期
・
２
期　

４
千
円

◇
３
期　
　
　
　

５
千
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
境
港
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
３
７
２
５
）

相
撲
選
手
権
大
会
出
場
者

▼
と　

き　

７
月
22
日
（
土
）

◇
小
学
生
の
部　

午
後
２
時
〜

　
（
午
後
１
時
集
合
）

◇
一
般
の
部　

午
後
５
時
〜

　
（
午
後
４
時
30
分
集
合
）

▼
と
こ
ろ　

大
港
神
社
境
内

▼
参
加
内
容

◇
団
体
戦　

３
人
１
組

◇
個
人
戦　

小
学
生
以
上

▼
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

▼
申
込
期
限　

７
月
15
日
（
土
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
市
相
撲
協
会　

結
城
さ
ん

　
　
　
（
☎
・
FAX 

57
‐
４
０
２
０
）

◇
市
相
撲
協
会　

山
田
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
４
８
９
１
‐
１
９
９
２
）

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者

▼
と　

き　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

竜
ケ
山
公
園

▼
参
加
費　

無
料

※
ポ
ー
ル
貸
出
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

全
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

ク
連
盟
鳥
取
県
西
部
支
部

　
　
　
　
　
　
（
☎
32
‐
３
６
０
１
）

文
化
振
興
財
団
職
員

　

文
化
ホ
ー
ル
の
臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
採
用
人
数　

１
人

▼
採
用
予
定
日　

８
月
10
日
（
木
）

▼
就
労
条
件
等

◇
日　

給　

６
８
０
０
円

※
月
平
均
労
働
日
数
21
日

◇
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
休
憩
時
間
は
１
時
間

▼
応
募
方
法

　

履
歴
書
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
紹
介
状

を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
は
文
化
振
興
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限　

７
月
14
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

▼
選
考
方
法　

面
接

▼
選
考
日　

７
月
30
日
（
日
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
０
０
３
３

　

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
３
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

９
月
入
所
生（
離
職
者
対
象
）

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
で
は
求

職
中
の
人
を
対
象
に
職
業
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
訓
練
科
・
定
員

◇
産
業
技
術
科　
　
　

定
員
15
人

◇
ビ
ル
管
理
技
術
科　

定
員
15
人

▼
訓
練
期
間　

９
月
１
日
（
金
）
〜

来
年
２
月
28
日
（
水
）

▼
募
集
期
間

　

７
月
12
日（
水
）〜
８
月
８
日（
火
）

▼
受
講
料　

無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
等
が
必
要

▼
参　

考

　

雇
用
保
険
受
給
者
で
諸
条
件
を
満

た
す
人
は
、
訓
練
最
終
日
ま
で
受
給

期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
も
一

定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受

講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

※
７
月
20
日
（
木
）、８
月
４
日
（
金
）

に
見
学
会
、
７
月
26
日
（
水
）
に
体

験
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
訓
練
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
27
‐
５
１
１
５
）
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美哉幼稚園 びさい交流会

【園庭・えほん館の開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の貸

し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

　内容についての詳細は、各施設に直接お問

い合わせください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い

合わせ先と同じです。

聖心幼稚園 に こ にこひろば
【プール開放】

▼と　き　７月２４日（月）～８月１０日（木）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

※事前申し込みが必要です。

　

【園庭解放】

　未就園児を対象に園庭開放しています。

▼対　象　未就園児親子、在園児親子

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園（☎４２－２０４０）

子育てひろば

ファミリー・サポート・センター情報
【救急救命講習会】

▼と　き　７月１０日（月）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼定　員　２０組

※定員になり次第、募集を締め切ります。

※きらきら・ひまわりとの共催です。

※託児があります。希望する人は申し込み時にお問い合わ

　せください。

▼申し込み・問い合わせ先

◇境港市ファミリー・サポート・センター

　　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－６６６０）

◇こども支援センター「きらきら」

　　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－０１１６）

◇地域子育て支援センター「ひまわり」

　　　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）

きらきら・ひまわり情報
　各施設では親子で遊べるプレイルームを開放し、子育

てについての相談に応じるほか、親子ふれあい遊びやお

はなし会などを行っています。お気軽にお出かけくださ

い。

【巡回子育てプレイランド】

▼と　き

　７月１２日（水）　午前１０時～１１時３０分

　※事前申し込み不要

▼ところ　余子公民館

▼内　容　「ひまわり」のおもちゃを持って出かけます。

　　　　　一緒に遊びましょう。

【おおきくなったね！親子はみがき教室と誕生会】

▼と　き　７月１８日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　歯科衛生士さんのお話、ブラッシング指導と

　　　　　７月生まれのみんなの誕生会

　　　　　※事前申し込み不要

【０歳さんあつまれ～！】

▼対　象　満１歳までの子どもとその保護者

▼と　き　７月２５日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時５０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　◇ベビービクス＆ベビーヨガ

　　　　　◇月齢に応じたグループに分かれての交流

　　　　　（離乳食、しつけ等についての情報交換など）

▼持参するもの　バスタオル

▼申込期限　７月２１日（金）

▼問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」

　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」

　　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）
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おむつ利用券のご案内

　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券を交付しています。７月の対象者は下記のとおり

です。申請がまだの人は、お早めに窓口までお越しく

ださい。

※お子さんの誕生月が平成２８年８月、１１月、平成２

　９年２月の人は、７月３１日（月）が申請期限ですので、

　ご注意ください。

※平成２８年１２月、平成２９年１月生まれのお子さん

　の場合、６カ月児健康診査の際でも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成 29 年 2 月～ 4月 出生月の３～５カ月後

２回目
平成 28 年 11 月～

平成 29 年 01 月
出生月の６～８カ月後

３回目 平成 28 年 8 月～ 10 月 出生月の９～１１カ月後

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７ー１０９１）

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 7 月 26 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 28 年 12 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

 8 月 30 日（水） 平成 29 年 01 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 7 月 27 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 27 年 12 月生まれの幼児

 8 月 03 日（木） 平成 28 年 01 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 7 月 06 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 26 年 06 月生まれの幼児

 8 月 17 日（木） 平成 26 年 07 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

 8 月 08 日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者

妊活相談 9:30 ～ 12:00（受付 11:00 まで）２人目以降のお子さんを希望される人

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～ 11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

こども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

両 　 親 　 学 　 級
▼対　象　

◇妊娠中の人とそのパートナー

　※妊婦さんお一人の参加も歓迎です。

　※これからお孫さんを迎えられるおじいちゃん、おばあ

　　ちゃんもどうぞご参加ください。

▼と　き　７月２３日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼主な内容

①心と身体をリラックス

　身体を動かしてもやもや気分を吹き飛ばそう！！

②絵本の読み聞かせ

　絵本で親子の絆を深めよう！！

※楽な服装でお出かけください。

※託児も受け付けます。申し込み時にお知らせください。

▼申し込み期限　７月２１日（金）

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４２）

27　平成２９年７月



図書館に行こう図書館に行こう！！
と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

　娘
むすめ

から見
み

た、政
せい

治
じ

家
か

・田
た

中
なか

角
かく

榮
えい

氏
し

とは？父
ちち

とともに歩
あゆ

んだ濃
のう

密
みつ

な日
ひ

々
び

を、研
と

ぎ澄
す

まされた感
かん

性
せい

とクリアな視
し

点
てん

でユーモアを

交
まじ

えて活
かっ

写
しゃ

した究
きゅう

極
きょく

本
ぼん

。

　なぜ出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

であり、ＩＴ企
き

業
ぎょう

であるカドカワが高
こう

校
こう

を？

２０１６年
ねん

４月
がつ

の開
かい

校
こう

初
しょ

年
ねん

から

２千
せん

人
にん

を超
こ

える生
せい

徒
と

が入
にゅう

学
がく

した。

通
つう

信
しん

制
せい

高
こう

校
こう

「Ｎ高
こう

」の秘
ひ みつ

密。

　日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の神
かみ

々
がみ

の色
いろ

、陰
いん

陽
よう

五
ご

行
ぎょう

説
せつ

の色
いろ

、武
ぶ

将
しょう

に愛
あい

された色
いろ

、

雅
みやび

な平
へい

安
あん

の色
いろ

、粋
いき

な大
おお

江
え

戸
ど

の色
しき

彩
さい

から昭
しょう

和
わ

の流
りゅう

行
こう

色
しょく

まで、ビジ

ュアルで辿
たど

る日
に

本
ほん

の色
いろ

を探
さぐ

る旅
たび

。

　生
せい

命
めい

力
りょく

あふれる豪
ごう

放
ほう

な作
さっ

家
か

に

見
み

えた開
かい

高
こう

健
たけし

がこんなにも深
ふか

く

心
こころ

に闇
やみ

を抱
かか

えていたとは。意
い

外
がい

に語
かた

られることの少
すく

ない作
さっ

家
か

の

本
ほん

質
しつ

に迫
せま

る見
み

事
ごと

な評
ひょう

伝
でん

。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇放
ほう

送
そう

法
ほう

と権
けん

力
りょく

　　　　　　（山
やま

田
だ

健
けん

太
た

）

◇いま知
し

っておきたい天
てん

皇
のう

と皇
こう

室
しつ

　　　　　　　　　　　　　（山
やま

下
した

晋
しん

司
じ

）

◇ジャータカものがたり　あわてんぼう

　ウサギ　　　　　　　　　（中
なか

川
がわ

素
もと

子
こ

）

◇芸
げい

人
にん

式
しき

新
しん

聞
ぶん

の読
よ

み方
かた

　　　（プチ鹿
か

島
しま

）

◇天
あま

野
の

貞
てい

祐
ゆう

　　　　　　　　（貝
かい

塚
づか

茂
しげ

樹
き

）

◇絶
ぜっ

家
か

を思
おも

う　　　　　（長
ちょう

宗
そ

我
か

部
べ

友
とも

親
ちか

）

◇楽
たの

しく学
まな

べる「知
ち

財
ざい

」入
にゅう

門
もん

（稲
いな

穂
ほ

健
けん

市
いち

）

◇「白
しろ

い恋
こい

人
びと

」奇
き

跡
せき

の復
ふっ

活
かつ

物
もの

語
がたり

（石
いし

水
みず

創
はじめ

）

◇学
がっ

校
こう

へ行
い

けなかった私
わたし

が「あの花
はな

」

　「ここさけ」を書
か

くまで　（岡
おか

田
だ

麿
ま

里
り

）

◇劇
げき

場
じょう

　　　　　　　　　　（又
また

吉
よし

直
なお

樹
き

）

◇子
こ

どものための精
せい

神
しん

医
い

学
がく

　（滝
たき

川
がわ

一
かず

廣
ひろ

）

◇夜
よる

の谷
たに

を行
い

く　　　　　　（桐
きり

野
の

夏
なつ

生
お

）

◇三
さん

江
こう

線
せん

の過
か

去
こ

・現
げん

在
ざい

・未
み

来
らい

　　　　　　　　　　　　（関
せき

耕
こう

平
へい

ほか）

◇字
じ

が汚
きたな

い！　　　　　　　（新
しん

保
ぼ

信
のぶ

長
なが

）

◇暗
あん

黒
こく

グリム童
どう

話
わ

集
しゅう

　（村
むら

田
た

喜
き

代
よ

子
こ

ほか）

　　　　　　　　　　ほか、計
けい

510冊
さつ

☆貸
かし

出
だし

冊
さつ

数
すう

・期
き

間
かん

　１
ひとり

人５冊
さつ

・２週
しゅう

間
かん

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

（☎47－1099）

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

９時
じ

３０分
ぷん

～午
ご

後
ご

６時
じ

３０分
ぷん

　　　　　【土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

は午
ご

後
ご

６時
じ

閉
へい

館
かん

】

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

月
つき

第
だい

２木
もく

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

父ち
ち

と
私

わ
た
し

　
　
　
　
　
　
　

田た

中な
か

眞ま

紀き

子こ

ネ
ッ
ト
の
高こ

う

校こ
う

、
は
じ
め
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

崎さ
き

谷や

実み

穂ほ

日に

本ほ
ん

の
色い

ろ

の
ル
ー
ツ
を
探さ

が

し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
じ
ょ
う

一か
ず

夫お

開か
い

高
こ
う 

健
た
け
し　

生い

き
た
、
書か

い
た
、

ぶ
つ
か
っ
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小こ

玉
だ
ま

武
た
け
し

清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの
お 知 ら せお 知 ら せ

お忘れなく！

固 定 資 産 税 ２ 期

国 民 健 康 保 険 税 １ 期

後期高齢者医療保険料１期

介 護 保 険 料 １ 期

の納期限は

７月 31 日（月）
・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します

▼問い合わせ先

　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集
≪７月の対象日≫　７月１７日（月・海の日）
※月曜日の収集該当地区のみの収集となります。
※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　　７月１６日（午前９時～正午）

市報さかいみなと　28



と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
たい妖さんの毛筆アート　「楽

らく

想
そう

書
しょ

展
てん

」
（～ 7月３１日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 16：30
※火曜日休館

海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　400 円
小中高生 100 円

7 月 1 日（土）
7月 15 日（土）

古典講座
「みんなで楽しく『万葉集』を読
もう」

市民図書館 15：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

7月 5日（水）
境港市ことぶきクラブ研修会
講演会～健康寿命を延ばす為に～

文化ホール 13：30 ～
境港市ことぶき連合会
☎ 45 － 6116

無　料

7月 22 日（土）
絵本と紙芝居の会

（※英語多読を一緒に楽しみましょう）
市民図書館 14：30 ～

市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

8月 5日（土）
海の男の写真展
（～８月６日（日））

市 民 会 館 9：00 ～ 17：00

海の男の写真展実行

委員会（八
はった

田）
☎ 080－ 4268－ 1006

無　料

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール

－境港市の人口－
　　男　：16,662 人（－ 19）
　　女　：17,905 人（－ 47）
　合　計：34,567 人（－ 66）
　世帯数：15,121 世帯（－ 32）

　※平成 29 年 5 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます

一 

健
康
で
楽
し
く
働
き

　
　

 

明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一 

互
い
に
助
け
合
い 

　
　

 

だ
れ
に
も
親
切
に
し
ま
し
ょ
う

一 

き
ま
り
を
守
り

　
　

 

公
共
の
物
を
た
い
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う

一 

自
然
の
美
を
生
か
し

　
　

 

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一 

豊
か
な
心
を
養
い

　
　

 

文
化
の
向
上
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

　
　
　

   　
　
　

〈
昭
和
45
年
11
月
３
日
制
定
〉

市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談
 7 月 13 日（木）
 8 月 10 日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
☎０８５７－２４－５５４２

心配ごと相談  7 月 14 日（金） 13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）法 律 相 談

 7 月 07 日（金）
 7 月 21 日（金）

13：30 ～ 15：30

多重債務・法律
相  談  会

 7 月 13 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談 第２火曜日 10：30 ～ 12：30
市民図書館 分館
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

こころの相談
カウンセリング

 7 月 24 日（月） 14：00 ～ 16：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

ＤＶ（家庭内暴力）
電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8：30 ～ 17：15、第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9：00 ～ 20：00、第２土曜日 9：00 ～ 17：00）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

29　平成２９年７月



□
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境
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。このコーナーに掲載を希望される

人は、取材職員にお声かけください。また、直接の受け付けも行ってい

ますので、地域振興課までご連絡ください。

野々村 美
み

月
つき

 ちゃん（H28.10.15 生） と

お母さんの 美
み

晴
はる

 さん（大正町）

 ≪お子さんへのメッセージ≫

   優しい女の子になってね♡

  手嶋 蒼
そら

 ちゃん（H28.10.13 生） と

   お母さんの 友
とも

美
み

 さん（新屋町）
 
 　≪お子さんへのメッセージ≫ 

 　  　大きく育ってね☆

  竹内 凛
りん

斗
と

 ちゃん（H28.10.5 生） と

   お母さんの 秀
ひでみ

美 さん（中野町）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

   　元気に大きくなってね！

　今年も境港の夏の味、「天然クロマグロ」の水揚げシーズ

ンになりました。

　市内各地で、マグロの解体ショーや即売会などのイベント

も行われています。

　境港市役所には、マグロの水揚げ日には、マグロのぼりが

掲揚されますので、見に来てください。

　マグロと言えば、大トロ・中トロのように、刺身やお寿司

が有名ですが、境港では産地ならではの創作料理を研究・普

及活動しています。

　その中でも今回は、塩で水分を少し抜いた塩マグロを使い、

お米と一緒に炊くだけで、簡単に出来る夏場にぴったりの逸

品料理をご紹介いたします。

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  26お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方

【塩マグロ】

　余分な水分を抜くため、柵
さく

状のマグロに塩を全体にま

ぶして１～３時間置いた後、塩を水で洗い流し、水分を

ふき取る。

【塩マグロご飯】

①　柵状の塩マグロを適当な大きさに切る。

②　炊飯器で米を炊く準備をし、米の上に、①の塩マグロ

　を置き、酒を入れ米を炊く。

③　米が炊けたら、白ごま、三つ葉、刻んだみょうがをか

　けて混ぜる。

④　茶碗にご飯を盛ったら、その上に刻み大葉をお好みで

　かけて、出来上がり。

※炊いた後の米に塩マグロを混ぜる方法もあります。（よ

り簡単に作れますし、マグロの食感を楽しむ食べ方とし

ておすすめです。）

塩 マ グ ロ ご 飯

□材料（２人前）
○塩マグロ　　　１００ｇ

○米　　　　　　２合

○酒　　　　　　小さじ２

○白ごま　　　　適量

○三つ葉　　　　適量

○刻んだみょうが　適量

○大葉　　　　　　適量


